
 
 

 

 

 

 

実りの秋に継続の力を 

教務主幹 安森 博司 

 

秋が深まり、日ごとに寒さが増してきました。そんな中でも、子供たちは来たる学習発表会に向

けて、毎日一生懸命練習に取り組んでいます。友達と意見を出し合いながら、一人一人が、自分

の役割に真剣に向き合う姿は、本当に頼もしいものです。 

さて、先日、2025 年のノーベル賞に、日本から素晴らしい研究者が選ばれました。生理学・医

学賞に大阪大学特任教授の坂口志文氏が、化学賞に京都大学特別教授の北川進氏が、共同研

究者とともに選ばれました。両氏の栄光の裏には、困難やつまずきを乗り越え、研究への興味を

持続し、努力を続ける地道な努力がありました。 

坂口氏は、子供たちへのメッセージを求められた際、「自分で興味があることを大切にすると新

しいものが見えてくる。ずっと続けると気が付いたら面白い境地に達する。」と述べていました。 

子供たちの成長においても、つまずいたり、落ち込んでしまったりするときに、日々の練習を継

続していくことで、やがて習慣になっていきます。自分を信じ日々の練習を継続していくことで、

いつしか大きな成長という名の「面白い境地」に達することができるのです。 

そこで、ご家庭においてもお子さまが頑張っている姿を見つけたら、「毎日よく頑張っている

ね」「すごいね、また一つできるようになったね」と、温かい言葉を掛けてあげてください。その一

言が、子供たちの「続ける力」をぐっと引き出し、やがて良い習慣として定着していきます。 

学習発表会当日は、子供たちが積み重ねてきた努力の成果を存分に発揮してくれることと思

います。どうぞ、温かい拍手で応援してあげてください。 

今後とも、本校の教育活動にご理解とご協力をいただけますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 
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○全は全学年を表します。 

①②③④⑤⑥はそれぞれ学年を表します。 

○あはあおぎり学級を表します。 

日 月 火 水 木 金 土 

26  27  28  29  30  31  1  

       

2  3  4 クラス 5 朝学習 6 読書 7 集会 8  

 

 

文化の日 

 

安全指導 

○全5 時間授業 

 

 

美化の日 

 

⑥英語４技能検定 

 
 

9  10 朝会 11 クラス 12 朝学習 13 読書 14  15  

 

 

クラブ⑧（６年生

卒業アルバム写真） 

 

避難訓練 

 

     

 

 

 

なかよしの日 

学習発表会ﾘﾊｰｻﾙ 

 

学習発表会（児童） 

 

 

学習発表会 

 

 

16  17 朝会 18 クラス 19 朝学習 20 読書 21 校内環境委員会 22  

 

 

 

長縄週間（始） 

委員会⑦(12 月分) 

 

 

 

④色覚検査 

 

 

○全４時間授業 

（１年２組のみ 

５時間授業） 

長縄週間（終） 

⑤移動教室事前健診 

⑥ブックトーク 

 

23  24  25 クラス 26 特別時程 27 読書 28  クラス 29  

勤労感謝

の日 

振替休日 

 
 

⑤移動教室(軽井沢) 

○全4時間授業 

下校 12:55 

⑤移動教室(軽井沢） 

 

 

⑤移動教室(軽井沢) 

 

 

 

11 月行事予定 

学習発表会                                                 文化行事委員会 

１１月１４日（金）１５日（土）の学習発表会は、「一人一人の子供の表現・創作活動を大切にし、学習した成果を発表した

り、鑑賞したりする喜びや楽しみを味わわせること」を目的としています。児童鑑賞日の金曜日には、数年ぶりに全校

揃って、鑑賞し合います。土曜日には子供たちが学習してきたことを、学年の制限なしで保護者の方々に見ていただ

くことにしました。学年それぞれに工夫を凝らし、発表をします。子供たちが、お互いに声を掛け合い、励まし合って作

り上げた発表をどうぞご覧ください。 

いじめ防止強化月間について                        

11 月は「いじめ防止強化月間」です。この月間は、改めて学校全体でいじめの問題に向き合い、「いじめを絶

対に許さない」という共通理解を深めることを目的としています。残念ながら本校でも、いじめは「ゼロ」で

はありません。いじめアンケートの実施、「いじめ防止標語」や「いじめポスター」の作成をします。この取

り組みを通して教職員と児童の双方が「いじめは許されない行為」という認識が高まるように、「いじめを見

過ごさない空気」を学校全体でつくることを目指していきます。 

 


